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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
キャビネットの一部を構成するボックスと，
該ボックスに取付固定される，主開閉器を載置する主開閉器取付台と，該主開閉器と電気
的に接続され分岐開閉器に電力を供給する母線を設置する設置台と，該設置台の片側に設
けられ母線を介して接続され分岐回路に電力を供給する分岐開閉器を並設載置する中底と
，該中底に一列に併設された複数の分岐開閉器と，を備えた住宅用分電盤において，
前記中底の，併設された一連の複数の分岐開閉器の主開閉器の側の一端部には，該分岐開
閉器と同形状の開閉器を載置する開閉器載置部と，一端が該開閉器載置部に載置される開
閉器の電源側と接続されるとともに他端が主開閉器の電源側と接続される端子台の端子台
載置部とを備え，前記中底と，設置台と，ボックスの該中底が取付けられる側の面には突
出片を設けるとともに該突出部に対応して，中底の開閉器載置部に載置される開閉器には
前記設置台と中底に設けられた突出片と嵌合する嵌合部が設けられるとともに，
中底の端子台載置部に載置される端子台には前記ボックスに設けられた突出片と嵌合する
嵌合部が設けられ，
端子台の一端を開閉器に接続し一体に組み合わせた開閉器ユニットを，中底の載置部に沿
ってスライドさせることにより突出部と嵌合部が嵌合し開閉器ユニットが所定の位置に取
付けられ，
該端子台の他端には主開閉器の電源側と端子台とを電気的に接続する接続導体が設けられ
てなることを特徴とする住宅用分電盤。
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【請求項２】
前記主開閉器の電源側は第一及び第二の電圧相と中性相からなる電路に接続され，該主開
閉器の負荷側の各相と接続導体を介して電気的に接続される母線の一端に設けられた各相
の接続端子は，
第一もしくは第二の電圧相端子の一方の端子が分岐開閉器の並設方向とは直交する方向で
分岐開閉器の負荷側から電源側の方向を前方とした場合に，前記開閉器載置部の前方に配
設され，
他方の端子が前記設置台における分岐開閉器並設方向で開閉器設置部と主開閉器との間に
配設され，
中性相端子は前記他方の端子の後方の方向であって開閉器載置部に載置される開閉器の電
源側と主開閉器との間に配設され，
開閉器載置部に載置される開閉器の電源側を逃げて設けられたことを特徴とする請求項１
記載の住宅用分電盤。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は，住宅用分電盤に関し，特に母線の片側に分岐開閉器を配設した住宅用分電盤に
おいて一次送り用の開閉器を備えることが可能な住宅用分電盤に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来，住宅用分電盤に一次送り用の開閉器を配設した分電盤の例としては，図７（特許文
献１の図１）に示したようなものがあった。
【０００３】
これは，分電盤内に１次送り分岐ブレーカーを配設する場合に，１次送り専用分岐ブレー
カーをその他の２次側の分岐ブレーカーと同一場所に配設でき，なおかつ分岐ブレーカー
の回路数を最大限に設けることができる端子台と分電盤を提供することを課題としてなさ
れた発明で，第一には，基板への固定手段とプラグイン端子を有し，該プラグイン端子に
導体を接続するための開口を具備し該開口は短側面から長側面に連続して開口しているブ
レーカのプラグイン端子に電源導体を接続する端子台であって，該端子台は，電源導体を
接続する端子部と前記プラグイン端子に接続するバー状端部を備える導電体，該導電体を
保持するとともに前記基板への固定手段を備える絶縁枠体から成り，該端子台は前記ブレ
ーカの長側面に接して位置するとともに，前記導電体のバー状端部はプラグイン端子に挿
入接続されて前記ブレーカの長側面の開口から導出されることを特徴としてブレーカ用端
子台を提供している。
【０００４】
また第二には，基板と，主幹ブレーカと，主幹ブレーカの２次側に接続される分電バーと
，該分電バーに接続するプラグイン端子を含み前記基板に長側面が隣合うように並べて固
定される複数の分岐ブレーカを備える分電盤の，前記複数の分岐ブレーカの側端部に位置
する分岐ブレーカを一次送り用のブレーカとブレーカ用端子台に置き換えるとともに，該
端子台の端子部と主幹ブレーカの１次側を電源導体で接続したことを特徴として１次送り
ブレーカ付き分電盤を提供したものである。なお，一次送り用ブレーカを取付けるに当た
り，導電バー４のブレーカ２０に接続するための接続部は予め切断しておく。
これにより，分電盤内に１次送り分岐ブレーカーを配設する場合に，１次送り専用分岐ブ
レーカーをその他の２次側の分岐ブレーカーと同一場所に配設でき，なおかつ分岐ブレー
カーの回路数を最大限に設けることができる端子台と分電盤を提供することを可能として
いる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２８９６０４号公報　（第１図）
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
さて，通常，分電盤は住居内の壁面の天井付近を取付け場所として設けられるが，天井と
床の間に扉や鴨居があり，その間に分電盤を取付けたりする場合など，取付けスペースが
限られる場合には，分岐開閉器を横一列に並べて配設し，床と天井を結ぶ高さ方向の長さ
を短くした省スペース型の住宅用分電盤を用いることが多い。
【０００７】
このような分電盤においては，分岐回路数がそもそも少ないことから一次送り用のブレー
カを設けるに当たっては，分岐ブレーカの回路数を低減させないように一次送り用のブレ
ーカを設けることが必要となる。
また，配線作業性を確保するために，床と天井を結ぶ高さ方向の長さを短くしながらも，
ガタースペースは確保した分電盤を構成する必要がある。
【０００８】
しかしながら，特許文献１に示した背景技術においては，
第一に，一次送り用のブレーカの配設にあたり，該一次送り用のブレーカを分岐回路のブ
レーカと同一位置に配設し，分岐回路のブレーカと差し替えて用いるために，分岐回路数
は一回路低減するという課題があった。
【０００９】
また，第二に，分岐回路と差し替える際には，導電バー４のブレーカ２０に接続するため
の接続部は予め切断しておく必要があり，差し替え作業に手間がかかっていたという課題
があった。
【００１０】
そこで本件の発明は，分電盤の母線の片側に分岐開閉器が併設された分電盤において，主
開閉器の電源側と接続された一次送り用の開閉器を既存の分岐開閉器の回路数を低減させ
ずに設けることができ，
さらに該一次送り用の開閉器の設置に当たり，予め導電バーの接続部を切断する必要なく
容易に取付を行うことができる住宅用分電盤を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
以上のような課題を解決するために，第一の課題解決手段においては，キャビネットの一
部を構成するボックスと，該ボックスに取付固定される，主開閉器を載置する主開閉器取
付台と，該主開閉器と電気的に接続され分岐開閉器に電力を供給する母線を設置する設置
台と，該設置台の片側に設けられ母線を介して接続され分岐回路に電力を供給する分岐開
閉器を並設載置する中底と，該中底に一列に併設された複数の分岐開閉器と，を備えた住
宅用分電盤において，
前記中底の，併設された一連の複数の分岐開閉器の主開閉器の側の一端部には，該分岐開
閉器と同形状の開閉器を載置する開閉器載置部と，一端が該開閉器載置部に載置される開
閉器の電源側と接続されるとともに他端が主開閉器の電源側と接続される端子台の端子台
載置部とを備え，前記中底と，設置台と，ボックスの該中底が取付けられる側の面には突
出片を設けるとともに該突出部に対応して，中底の開閉器載置部に載置される開閉器には
前記設置台と中底に設けられた突出片と嵌合する嵌合部が設けられるとともに，
中底の端子台載置部に載置される端子台には前記ボックスに設けられた突出片と嵌合する
嵌合部が設けられ，端子台の一端を開閉器に接続し一体に組み合わせた開閉器ユニットを
，中底の載置部に沿ってスライドさせることにより突出部と嵌合部が嵌合し開閉器ユニッ
トが所定の位置に取付けられ，該端子台の他端には主開閉器の電源側と端子台とを電気的
に接続する接続導体が設けられてなることを特徴として住宅用分電盤を提供したものであ
る。
これにより，中底において，既存の分岐開閉器が配設される位置とは別に一次送り用の配
設部を設けることで，分岐回路数を低減させずに一次送り用の開閉器を配設可能で，一連
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の分岐開閉器の並びに沿って一次送り用の開閉器を設けることが可能となり，さらに導電
バーの接続部を切断する必要がなく，取付け作業が容易な分岐開閉器が横一列に配設され
た住宅用分電盤を提供することが可能となる。
 
【００１２】
また，一次送り用開閉器の取付けに当たっては，端子台の一端を開閉器に接続し一体に組
み合わせた開閉器ユニットを所定の開閉器載置部及び端子台載置部にスライドさせて配設
するだけで取付が完了するため，先の効果に加えて，さらに容易に一次送り用開閉器の取
付を行うことが可能となる。
 
【００１３】
第二の課題解決手段においては，前記主開閉器の電源側は第一及び第二の電圧相と中性相
からなる電路に接続され，該主開閉器の負荷側の各相と接続導体を介して電気的に接続さ
れる母線の一端に設けられた各相の接続端子は，
第一もしくは第二の電圧相端子の一方の端子が分岐開閉器の並設方向とは直交する方向で
分岐開閉器の負荷側から電源側の方向を前方とした場合に，前記開閉器載置部の前方に配
設され，
他方の端子が前記設置台における分岐開閉器並設方向で開閉器設置部と主開閉器との間に
配設され，
中性相端子は前記他方の端子の後方の方向であって開閉器載置部に載置される開閉器の電
源側と主開閉器との間に配設され，
開閉器載置部に載置される開閉器の電源側を逃げて設けられたことを特徴として請求項１
記載の住宅用分電盤を提供したものである。
これにより，従来，分岐開閉器の電源－負荷側方向に略一直線状に配設されていた前記接
続端子のスペースは，該分岐開閉器の電源－負荷側方向において短く配置することが可能
となり，中底における開閉器載置部及び端子台載置部をより効率的に配設することが可能
である。
 
 
【発明の効果】
【００１４】
本発明によれば，分電盤の母線の片側に分岐開閉器が併設された分電盤において，主開閉
器の電源側と接続された一次送り用の開閉器を既存の分岐開閉器の回路数を低減させずに
設けることができ，
さらに該一次送り用の開閉器の設置に当たり，予め導電バーの接続部を切断する必要なく
容易に取付を行うことができる住宅用分電盤を提供することができる。
【実施例１】
【００１５】
次に，本発明に係る住宅用分電盤の実施の形態について図面を用いて説明する。
【００１６】
図１には本発明に係る第一の実施例を示した分電盤の外観図を示している。
住宅用分電盤１はキャビネットの内部に主開閉器１０及び分岐開閉器２０を備えて構成さ
れている。キャビネットは，内部機器を収納する容器であり，カバー２，ボックス３，中
底４（図２に記載）から構成される。
カバー２は，住宅用分電盤の前面全体を覆うように樹脂で成型され，内部機器を操作する
ことができるよう内部機器の操作部分に孔が設けられている。
ボックス３は，住宅用分電盤１の上下左右の側面及び背面を覆う壁を形成するよう樹脂で
成型されている。
中底４は，内部機器を取付ける取付板であり，本実施例の場合には，分岐開閉器が該中底
４に併設されて取付けられる。
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【００１７】
図２はキャビネットのカバー２を取外して，キャビネットの内部を臨んだ内部構造を示し
た図である。キャビネットの内部には，主開閉器取付台１１に載置された主開閉器１０と
，該主開閉器１０に電気的に接続された接続導体３０と，該接続導体３０に一端が接続さ
れ設置台５に配設された母線５０と，該母線５０を介して接続され，分岐回路に電力を供
給する中底４に取付けられた複数の並設された分岐開閉器２０とが備えられている。
【００１８】
母線５０は，中性相導体５０３と，第一の電圧相導体５０１と，第二の電圧相導体５０２
とからなり，各々の導体には分岐開閉器２０との間を接続する電気導体である分岐線が設
けられている。該分岐線が設けられている部分には絶縁ブロック部材が各相の母線及び各
相の分岐線を絶縁するように設けられている。
【００１９】
母線５０は主開閉器１０に設けられた負荷側端子とは，接続導体３０を介して電気的に接
続されている。第一の電圧相接続導体３０１はその両端が，主開閉器１０の第一の電圧相
と，第一の電圧相導体５０１と接続される。以降第一の電圧相をＬ１相とよぶ。
第二の電圧相接続導体３０２はその両端が，主開閉器１０の第二の電圧相と，第二の電圧
相導体５０２と接続される。以降第二の電圧相をＬ２相とよぶ。
中性相接続導体３０３はその両端が，主開閉器１０の中性相と，中性相導体５０３と接続
される。以降中性相をＮ相とよぶ。
【００２０】
図３には主開閉器と分岐開閉器の間の部分，即ち開閉器載置部付近を拡大して示している
。
まず，中底４には分岐開閉器が並設載置されている。また，各々の分岐開閉器が載置され
る場所には，４０３に示した係合凸起が形成されている。分岐開閉器には中底４に取付け
られる面において係合凹部（図示しない）を有しており，該係合凹部に中底４の係合凸起
４０３がスライドして係合するとともに，中底４の分岐開閉器の並設方向において端部に
設けられた溝部４０４に対して図示しない爪が分岐開閉器２０から突出して中底４に固定
される。また，分岐開閉器２０の短側面２０１にはプラグイン端子の開口部２０５１，２
０６１を有し，該開口は長側面２０２側に連続する開口２０５２，２０６２を有している
。
【００２１】
次に，設置台５には，各相の母線５０即ち第一の電圧相導体５０１，第二の電圧相導体５
０２，中性相導体５０３が組み込まれるよう樹脂材料で形成されている。組み込まれた各
相の母線は適切な絶縁距離を保って各々が絶縁されている。また，絶縁ブロック部材１０
５０４が設置台５に設けられた絶縁ブロック部材取付部１０５１に取付けられ，各々の分
岐開閉器に供給する電圧を変換するための電圧切り替え部が，それぞれ絶縁ブロック部材
１０５０４に設けられる。尚，絶縁ブロック部材取付部１０５１は設置台表面から延出す
るよう設けられたリブで構成され，絶縁ブロック部材１０５０４を略包囲するように形成
されている。
また，設置台５の中底４の側には，分岐開閉器２０の電源側に設けられた取付け固定孔２
０３と嵌合する突出片５０１が各々の分岐開閉器に対応して突出している。中底に載置さ
れる分岐開閉器は，前述した係合凹部と取付け固定孔２０３とにより中底から鉛直な方向
の動きを規制され，さらに同じく前述した爪によりスライドして取り付けた方向とは逆の
方向への動きを規制されて取付け固定される。
４０１は開閉器載置部であり，一連の分岐開閉器の並びにおいて主開閉器１０と隣り合う
分岐開閉器のさらに主開閉器寄りに分岐開閉器と同形状の開閉器を載置可能なスペースを
設けて形成されている。係合凸起及び溝部，また，設置台における突出片も該開閉器載置
部に載置される開閉器を固定できるように設けられている。
【００２２】
開閉器載置部４０１のさらに主開閉器寄りには後述する端子台を載置するための端子台載
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置部４０２が設けられている。
【００２３】
次に図４に端子台２２と，一次送り用の開閉器２２０の説明図を示した。
２２は端子台で，該端子台は図５に示すように端子部２２２２と２２３２およびバー状端
部２２２１と２２３１を有する導電体２２２と２２３，および絶縁枠体２２１から成り，
該絶縁枠体から前記バー状端部２２２１と２２３１および端子部２２２２と２２３２を露
出するよう図１のように組み立てられバー状端部２２２１と２２３１はブレーカ２２０の
短側面２０１のプラグイン端子開口２０５１，２０６１から挿入されてプラグイン端子に
接続され，開口２０５２，２０６２に収納されるとともに絶縁枠体は長側面２０２に接し
て位置する。この状態を開閉器ユニット２００とする。
【００２４】
さて，ボックス３の中底取付け面側において，主開閉器１０を載置する主開閉器取付台１
１と端子台載置部４０２の間には，端子台２２に設けられた引掛け片２２１３を引掛ける
突出片１１１がボックスと一体に形成されている。
【００２５】
次に，前記開閉器ユニット２００の取付けについて説明する。
まず，中底４の開閉器載置部４０１及び端子台載置部４０２に開閉器ユニットを配置する
。
次に，開閉器ユニット２００を設置台５の方向にスライドさせ，設置台５と当接するまで
移動させる。
このとき，設置台４の突出片５０１と開閉器の嵌合孔２０３が嵌合するとともに，中底４
の係合凸起４０３と開閉器の係合凹部が係合し，さらに，ボックス３に設けられた突出片
１１１と端子台２２の係合部が係合することにより，中底４に対して鉛直な方向への動き
が規制される。さらに，開閉器に設けられた爪を中底４の溝部４０４に向けて突出させて
，該開閉器ユニット２００をスライドさせてきた方向とは逆の方向への動きを規制する。
このように，開閉器ユニット２００の取付けは，所定の位置にスライド移動させて爪を溝
部に突出させるだけで完了する。
【００２６】
その後，端子部２２２２，２２３２には電源導体２３，２４が接続し，ブレーカ２２０は
電源導体２３，２４から電圧を供給される。
【００２７】
図６は，図４に示す端子台２２と一次送り用開閉器２２０を住宅用分電盤に実装した場合
の分岐開閉器２０と中底４および設置台５部分の図で，各相の母線５０と該母線５０に接
続される一連の分岐ブレーカ２１～２７が中底４に取り付けられており，分岐開閉器２１
～２７の一連の併設された分岐開閉器の主開閉器寄りの分岐開閉器の側端部に一次送り用
開閉器２２０と端子台２２が取付られている。
【００２８】
次に，母線５０の各相における接続端子部について説明を行う。図３において，
主開閉器１０の電源側は第一及び第二の電圧相と中性相からなる電路に接続されている。
この場合単相三線式の電路を想定する。
【００２９】
該主開閉器１０の負荷側の各相と接続導体３０（Ｌ１相の接続導体３０１，Ｌ２相の接続
導体３０２，Ｎ相の接続導体３０３）を介して電気的に接続される母線の一端に設けられ
た各相の接続端子（図中５０１１，５０１２，５０１３）については，
Ｌ１相の端子５０１１は，分岐開閉器２０の並設方向とは直交する方向で分岐開閉器２０
の負荷側から電源側の方向を前方とした場合に，前記開閉器載置部４０１の前方に配設さ
れる。即ち，一次送り用の開閉器２２０を載置した場合に該開閉器２２０の電源側と対向
する位置に配設される。
Ｌ２相の端子５０１２は，前記設置台５における分岐開閉器２０の並設方向で開閉器設置
部４０１と主開閉器２０との間に配設される。
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Ｎ相の端子５０１３は，前記Ｌ２相の端子の後方の方向であって開閉器載置部４０１に載
置される開閉器２２０の電源側と主開閉器１０との間に配設される。
このように，Ｌ１相の端子５０１１とＬ２相の端子５０１２，及びＬ２相の端子５０１２
とＮ相の端子５０１３を結んだ場合に形成される略Ｌの字状の端子の配置が，一次送り用
の開閉器２２０と端子台２２で構成される開閉器ユニット２００の電源側を逃げるように
設けられているため，背景技術のように母線の端子部分が略直線状に配設される場合と比
較して，分電盤における分岐開閉器の電源側－負荷側の方向の長さを短く構成できる。
【００３０】
また，開閉器載置部４０１の別の利用方法を説明しておく。
分電盤に設けられる分岐開閉器は，通常長期間使用される。過電流や短絡等の発生により
，仮に分岐開閉器の使用が継続できなくなった場合には，当該分岐開閉器を交換する必要
が生ずる。交換は通常電気工事士により行われるが，設置されてから相当の期間使用され
ていた場合には，交換の際に同型の開閉器の手持ちがない場合が想定できる。このような
場合において，中底４の開閉器載置部４０１に予備の分岐開閉器を載置しておくことによ
り，将来仮に分岐開閉器の使用が継続できなくなった場合には，該開閉器載置部４０１に
載置しておいた予備の分岐開閉器を使用することにより該当する回路に電源を供給するこ
とが可能となる。
尚，前記予備の分岐開閉器の固定は，前述したように，分岐開閉器に設けられた嵌合孔２
０３と設置台５の突出片，及び分岐開閉器の係合凹部と中底４の係合凸起４０３が係合す
ることにより中底４に対して鉛直な方向の動きを規制し，さらに中底４の溝部４０４に突
出した爪を引掛けることにより分岐開閉器の電源－負荷側方向の動きを規制する。
【００３１】
以上のように，分電盤の母線の片側に分岐開閉器が併設された分電盤を構成したため，主
開閉器の電源側と接続された一次送り用の開閉器を既存の分岐開閉器の回路数を低減させ
ずに設けることができ，
さらに該一次送り用の開閉器の設置に当たり，予め導電バーの接続部を切断する必要なく
容易に取付を行うことができる住宅用分電盤を提供することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
本発明によれば，分岐開閉器の並びに沿って，一次送り用の開閉器を省スペースに配置す
ることが可能となるため，住宅用分電盤のみならず，一連の分岐開閉器からなる分岐開閉
器群が複数個盤内に設けられる工業用の制御盤等においても本発明を適用することで，よ
り省スペースに一次送り用開閉器を備えた盤を提供できる可能性がある。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の実施例を示した分電盤の外観図。
【図２】内部構造を示した図。
【図３】開閉器載置部付近の拡大図。
【図４】端子台，開閉器，中底の説明図。
【図５】端子台の説明図。
【図６】開閉器ユニットの取付け説明図。
【図７】従来の例を示した図。
【符号の説明】
【００３４】
１　住宅用分電盤
２　カバー
３　ボックス
１１　主開閉器取付台
１１１　突出片
１０　主開閉器
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２０　分岐開閉器
３０　接続導体
３０１　第一の電圧相接続導体
３０２　第二の電圧相接続導体
３０３　中性相接続導体
４　中底
４０１　開閉器載置部
４０２　端子台載置部
４０３　係合凸起
４０４　溝部
５　設置台
１０５１　絶縁ブロック部材取付部
１０５０４　絶縁ブロック部材
５０１　突出片
５０１１　Ｌ１相の端子
５０２１　Ｌ２相の端子
５０３１　Ｎ相の端子
５０　母線
５０１　第一の電圧相導体
５０２　第二の電圧相導体
５０３　中性相導体
２１　一次送り用ブレーカ
２２　端子台
２２１　絶縁枠体
２２２　導電体
２２３　導電体
２２２２　端子台
２２３２　端子台
２２２１　バー状端子部
２２３１　バー状端子部
２３　電源導体
２４　電源導体
２０５１　開口部
２０６１　開口部
２０５２　開口部
２０６２　開口部
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